
1章：数と式 2：実数

平方根
8 (1)

√
(a− 1)2 −

√
(a− 3)2 を簡単にせよ。ただし，1 < a < 3 と

する。 （奈良大）

(2) 0 < a < 3のとき，3
√
a2 + 2

√
a2 + 4a+ 4− 2

√
a2 − 6a+ 9 を簡単にす

ると になる。 （北海道薬科大）

平方根

8 実数 a に対して，平方（2 乗）すると a となる数を a の平方根といいます。

すなわち，x2 = a となる数 xのことです。

a > 0 のとき，xは正と負の 2つがあり，正の方を
√
a，負の方を −

√
aと表し

ます。

a = 0 のとき，
√
0 = 0

a < 0 のとき，実数の範囲では aの平方根は存在しません。数学 IIの複素数で扱い
ます。√

　は正の数または 0です。したがって，
√
a2 = aとなるのは a = 0のときだけ

です。a < 0のときも考えると

√
a2 = a =

{
a (a = 0)
−a (a < 0)



1章：数と式 2：実数

平方根
8 (1) 1 < a < 3より

√
(a− 1)2 = a− 1 = a− 1 (∵ a− 1 > 0)√
(a− 3)2 = a− 3 = −(a− 3) (∵ a− 3 < 0)

よって

（与式）= (a− 1) + (a− 3) = 2a − 4

(2) 0 < a < 3より
√
a2 = a = a (∵ a > 0)

√
a2 + 4a+ 4 =

√
(a+ 2)2 = a+ 2 = a+ 2 (∵ a+ 2 > 0)

√
a2 − 6a+ 9 =

√
(a− 3)2 = a− 3 = −(a− 3) (∵ a− 3 < 0)

よって

（与式）= 3a+ 2(a+ 2) + 2(a− 3) = 7a − 2


